
南
国
民
商
共
済
会
は
、
５
月

日
15

(
日)
に
第

回
ハ
イ
キ
ン
グ
と
し

32

て
、
徳
島
県
吉
野
川
市
山
川
町
の
「
船

窪
つ
つ
じ
公
園
」
へ
行
き
ま
し
た
。

家
族
や
友
人
、
商
工
新
聞
読
者
も
誘

い
、
女
性

人
・
男
性
５
人
の
計
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人
が
参
加
し
ま
し
た
。

朝
８
時
に
、
森
カ
ー
、
河
野
カ
ー
、

和
田
カ
ー
、
公
文
カ
ー
の
乗
用
車
４

台
に
乗
り
合
わ
せ
て
南
国
市
役
所
を

出
発
。
途
中
、
コ
ン
ビ
ニ
で
買
い
物

を
し
て
高
知
・
徳
島
自
動
車
道
へ
。

馬
立
Ｐ
Ａ
、
吉
野
川
Ｓ
Ａ
で
休
憩
・

買
い
物
し
な
が
ら
進
み
、
脇
町
Ｉ
Ｃ

で
高
速
を
下
り
、
国
道
・
県
道
経
由

で
「
船
窪
つ
つ
じ
公
園
」
の
大
駐
車

場
へ
。
二
人
は
公
園
ま
で
車
で
送
り
、

他
の
参
加
者
は

分
程
歩
い
て

20公
園
に
到
着
。

大
き
な
つ
つ
じ

の
森
の
横
で
、

ま
ず
は
の
ん
び

り
と
昼
食
を
食

べ
ま
し
た
。

こ
の
船
窪
つ

つ
じ
公
園
は
、

高
越
山
か
ら
奥

野
々
山
に
通
じ

る
峰
筋
の
標
高

１
０
６
０
ｍ
の

高
原
に
あ
り
、
樹
齢
３
０
０
年
の
ツ

ツ
ジ
が
約
１
２
０
０
株
自
然
群
生
し

て
お
り
、
国
の
天
然
記
念
物
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
樹
齢
４
０
０
年
を

超
え
高
さ
６
ｍ
に
も
な
る
も
の
も
あ

り
、
も
の
す
ご
い
迫
力
が
写
真
で
伝

わ
る
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
日

は
好
天
に

恵
ま
れ
、

ま
た
予
想

よ
り
も
早

く
ち
ょ
う

ど
満
開
と

な
っ
て
い

ま
し
た
。
ツ
ツ
ジ
の
大
群
生
を
一
周

す
る
遊
歩
道
を
散
策
す
る
人
や
、
イ

タ
ド
リ
な
ど
山
菜
採
り
に
熱
中
す
る

人
、
迫
力
あ
る
満
開
の
ツ
ツ
ジ
を
楽

し
み
な
が
ら
、
の
ん
び
り
寝
そ
べ
る

人
と
、
い
ろ
ん
な
楽

し
み
方
を
し
な
が
ら

１
時
間
半
過
ご
し
ま

し
た
。

帰
り
は
、
喫
茶
店

や
吉
野
川
ハ
イ
ウ
ェ

イ
オ
ア
シ
ス
で
、
休

憩
や
買
い
物
を
し
て

夕
方
、
無
事
南
国
市

役
所
に
帰
り
ま
し
た
。

狭
い
山
道
で
行
き
違

い
が
大
変
だ
っ
た
運

転
手
さ
ん
お
疲
れ
様

で
し
た
。
船
窪
つ
つ

じ
公
園
は
、
ほ
と
ん

ど
の
人
が
初
め
て
訪

れ
た
た
め
「
近
県
に

こ
ん
な
迫
力
の
あ
る
ツ
ツ
ジ
の
群
生

が
あ
る
と
は
知
ら
ん
か
っ

た
」
「
ち
ょ
う
ど
満
開
で
天

気
も
良
く
て
、
今
日
は
参

加
で
き
て
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
、
喜
び
の
感
想
が

聞
か
れ
ま
し
た
。

今
年
も
、
６
月
～
７
月

に
か
け
て
、
生
協
病
院
に

て
集
団
健
診
を
行
い
ま
す
。

送
迎
日
は
７
月
９
日(

土)

の

午
前
で
す
。

共
済
加
入
者
に
は
１
人
５
０
０
０

円
ま
で
の
実
費
補
助
が
で
ま
す
。
今

か
ら
の
加
入
で
も
、
も
ち
ろ
ん
大
丈

夫
で
す
。
再
検
査
補
助
も
２
０
０
０

円
ま
で
出
ま
す
。
共
済
加
入
対
象
者

は
配
偶
者
、
同
居
家
族
、
従
業
員
に

限
定
さ
れ
ま
す
が
、
ま
だ
入
ら
れ
て

な
い
方
は
ぜ
ひ
加
入
し
て
健
診
も
受

け
て
下
さ
い
。
詳
し
く
は
別
紙
案
内

チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
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４月に発生し、２度の震度７を記録した「熊本地震」。

熊本県・大分県などで５千軒以上の家屋が全半壊していま

す。震源地となった熊本県益城町には、５０人以上の民商

会員がいるなど、暮らしにも経営にも甚大な被害が出てい

ます。

全国の民商が、救援募金に取り組んでいます。南国民商

でも取り組んでおり、集まっている分18,000円を県連・

全商連を通じて送金しましたが、まだまだこれからです。

商工新聞といっしょに募金封筒をお配りしますので、おか

まいない方はぜひご協力お願いします。

ҹٝ᥯ᏫϜἸỖἵἿ᜖তὣדἢ὏ἨἰẪ
5/21～22日、「戦争法廃止、消費税10%への引

き上げを中止させ、中小業者の時代を切り開こう」

と、全商連第52回定期総会が開かれ、南国民商から

も片山澄子副会長・婦人副部長と森昭英副会長・共

済理事長の二人が代表で出席しました。そこで「商

工新聞・総会増勢」と「１５０％読者」の２つの表

彰を受けることができました。たくさんの役員・会

員の皆さまのご協力ありがとうございました。詳し

くは6/6付商工新聞でご覧下さい。片山副会長の総

会参加しての感想も載っています。

５
月

日
付
商
工
新
聞

23

４
面
「
北
か
ら
南
か
ら
」
に
、

南
国
民
商
婦
人
部
の
ラ
ン
チ
会(

花

見)

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご

覧
下
さ
い
。
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